
九州大学は、より善き知の探求と創造・展開の拠点として、人類と社会に真に貢献し得る研究活動を促
進してゆくことを目指しています。
工学部のある伊都キャンパス（福岡県福岡市西区）は単一キャンパスとしては日本一の広さを誇ります。

工学部・量子物理工学科

原子核物理・量子線工学
〜 量子ビームの生成から利用まで〜

九州大学

原子力系教育の特徴

●加速器工学

●放射線医療

●核融合工学

●放射線工学

●量子ビーム科学

●原子力プラント技術

●核燃料サイクル

●環境科学

●核分裂工学

●原子炉材料

大きく変わりゆく時代に柔軟に対応し、新しい時代の原子力を
自ら切り拓いていく力強い技術者や研究者を育成

 大学院修士課程までの6年一貫型の教育カリキュラム（学部２年後期から学科配属）
 現代物理学を構成する基礎的学問の系統的履修
 量子物理学の基礎とその原子力系工学分野への応用
 学部基礎科目から発展させた大学院での先端専門科目の履修

機能性材料・量子線物性学
〜 原子スケールから1万年先の物質挙動まで〜

原子力エネルギー・核融合
〜 未来のイノベーティブな核エネルギーシステムを創造する 〜

 量子ビーム（陽子、中性子、重粒子、ガンマ線や電子）の利用
高度化

 FFAGシンクロトロンエネルギーシステムの設計研究
 原子核反応工学、量子線計測技術、原子核・素粒子反応データ、

加速器工学

 次世代の高性能原子炉や核融合炉等
の魅力的な核エネルギーシステムの
開発

 炉心特性評価手法の高度化、核融合
炉における核燃焼特性評価

 原子炉過酷事故の安全評価技術開発、
炉内熱流動評価手法の高度化

 核分裂炉や核融合炉
の極限環境で使用さ
れる燃料・材料の高
度化

 放射性廃棄物処理処
分技術の高度化

 量子線を利用した機
能性材料の構造解析
や新機能開発

九州大学超顕微解析研究センター
超高圧電子顕微鏡 JEM-1300NEF

鉄鋼・化学

JFEスチール, 神戸製鋼所
東ソー, 旭化成

三菱ケミカル など

電力・ガス・石油

九州電力, 中国電力
関西電力, 東京電力
日本原子力発電
日本原燃 など

卒業生の主な就職先
通信・運輸

NTT西日本, NTTドコモ
JR西日本, JR東海

西日本鉄道, ANA など重工業・機械・自動車

三菱重工, ダイキン工業
日立パワーソリューションズ

トヨタ自動車 など

官公庁関係

九州大学, 原子力規制庁
日本原子力研究開発機構
国家公務員, 地方公務員

など
電気機器

ソニー, 富士電機, 三菱電機
日本電気, パナソニック
日立製作所, 東芝 など

エネルギー科学科・量子理工学コース卒業生（大学
院修了を含む）の2016~2020年度の実績に基づく

大学院工学府
量子物理工学専攻

工学部
量子物理工学科

高専

１年 ２年 ３,４年

学部 大学院

学部（４年間）卒業後８割以上が
大学院修士課程（２年間）へ進学

２年間 ３年間
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